
こんな
ことできます！

持続可能な
放射能対策、
風評被害対策の
助言・支援

夢
食品科学のアプローチを取
り入れた新しい「食農学」
を体系的に整備したい

経済経営学類

小 山 良 太
KOYAMA Ryota

教授　博士（農学）

専門分野
農業経済学、協同組合論（6 次産
業化や農業協同組合を  絡めた地域
づくりもテーマ）

福島大学は原発事故後から、農
地の放射能計測、各種試験栽培、
食品検査体制のあり方、住民組
織の支援、風評対策など幅広い

活動をしてきました。
試行錯誤で実施されてきた放射能対策です
が、これまでの緊急時対策を見直し、持続
可能な放射能対策を構築することが不可欠で
す。そのためには地域の自然環境、営農環境、
社会・経済的環境の多様性に即した対策作り
が求められます。私どもは、これまでの支援
研究の経験を生かし、総合的な放射能対策を
提案させて頂きます。

共生システム理工学類

・「放射性物質循環系の解明と食料生産の認証シス
テムに関する研究」

　（福島大学重点研究分野「foRプロジェクト」）
・地産地消ネット福島
・JA 福島中央会
・JA 新ふくしま、JA 伊達みらい、JA あぶくま石川
・街中マルシェ
・おかわり農園（福島大学経済経営学類小山ゼミ主催）

これまでの取組事例

共生システム理工学類
自治体、農業協同組合、生活協同組合、住民組織

想定するパートナー

共生システム理工学類
既存の放射能対策の見直しと転換案・課題の提示

具体的な連携、事業化のイメージ

特許情報、著書、論文

・濱田武士、小山良太、早尻正宏（著）
『福島に農林漁業をとり戻す』（み
すず書房）

・日本学術会議 『原子力災害に伴う
食と農の「風評」問題対策として
の検査体制の体系化に関する緊
急提言』
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